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D-1       都市高速道路における事故の重大性を考慮した交通事故リスク要因分析 

Analysis of Traffic Accident Risk Focused on Accident Severity on Urban Expressway 

 

指導教授 轟 朝幸                                       4003 赤石 直也 

 

１．はじめに 

 わが国の高速道路上での死亡・重傷者数は平成 18 年

度以降増減を繰り返しており１），これまでの交通事故の

削減対策として主に行われてきた排水性舗装やカーブ

部における視線誘導灯といったハード対策に変わり，

LED 表示板等を利用した注意喚起などのソフト対策が

注目されている。その一つとして阪神高速道路では事

故リスクを考慮したナビゲーションが平成 29 年 12 月

20 日より試験的に提供が開始されている。 

提供される事故リスクは選択経路の事故発生確率か

ら算出された事故の発生頻度に関わる情報にとどまっ

ている。しかしながら，事故のリスクを考えるうえで，

事故の発生頻度に着目するだけでなく，発生する事故

の影響や質，即ち事故の重大性の観点を考慮すること

は重要であるといえる。したがって，走行区間の重大

度別の事故発生リスク要因を把握する重要性は，大き

いものと考えられる。 

２．既往研究 

事故の重大度に関する研究として，吉田ら２）は救命

医への情報提供に資することを目的として，全事故に

対する死亡・重傷事故の割合である死亡重傷率を説明

する傷害予測モデルを構築している。その結果，ドラ

イバー特性および衝突方向などの事故情報の項目が有

意に影響することなどを示した。同研究においては，

事故が発生した条件の下での傷害予測を前提としたモ

デル構築を行っている。その一方で，事故発生に影響

を与える要因として，その他にも交通流状態，道路幾

何構造，環境要因などが考えられる。しかしながら，

それらの諸要因と重大度別の事故発生リスクに与える

影響については十分に明らかとされていない。そこで，

本研究では，事故が起きる直前の交通状況と重大事故

発生リスクとの関連性の把握を目的とする。具体的に

は，交通流要因，道路幾何構造要因，環境要因に関す

る事故リスク要因を複合的に考慮し，高速道路上の事

故で代表的な追突事故，車両接触事故，施設接触・衝

突事故を扱い，事故の重大性別に分析を行うことで，

その発生要因を明らかとする。 

３． 研究方法 

３．１ 事故の重大性 

交通事故の重大性を表す指標として，事故調書に記録

された情報をもとに被害の程度から「物損事故」，「軽傷

事故」および死亡事故と重傷事故を合わせた「重大事故」

の３種類に事故をそれぞれ分類する。 

３．２ 交通事故発生リスク 

 本研究においては既往研究３）に倣い，事故の起こり

やすさを表す指標として，車両走行距離１億台キロあ

たりの事故発生件数を事故発生リスクと定義する。ま

た，その算定式を（１）式に示す。 
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Nj
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λj
m：交通状態カテゴリーjにおける重大度 m の事故発

生リスク(件/億台・km) 

Nj
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Lj：交通状態カテゴリーjで走行した車両の総走行台キ
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j：観測時間帯における道路区間の交通状態が分類さ

れる交通状態カテゴリー 

３．３ 事故発生リスクモデル 

交通事故は極稀に発生する事象であり，統計学的に

はポアソン分布に従うことが一般的である。しかし，

ポアソン分布は期待値と分散が等しいという仮定があ

るが，現実のデータでは過大分散の状態となることが

ある。そのため，本研究では(2)式に示すポアソン回帰

モデルと(3)式に示す負の二項回帰モデルを用いて，事

故の重大度別に事故発生リスクモデルを構築する。ま

た，分布を規定するパラメータ𝜆
ｊ

ｍを説明変数ｘ
ｋ
の関数

で定義すると(4)式で表される。 
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Yj
m：交通状態カテゴリーjにおける重大度mの事故発

生件数(件) 

xk：事故発生リスク要因の変数群（K=1,2,3,...n） 

a：定数項  β：未知パラメータ 

３．４ 事故リスク要因 

 本研究では既往研究で用いられていた交通流要因，

道路構造要因および環境要因を考慮して分析を行う。 

 なお，各事故リスク要因についてはいずれもダミー

変数に変換して考慮する。表－１には分析で用いた事

故リスク要因を示す。赤字は追突事故発生リスクモデ

ルにおける基準（定数項）とした事故リスク要因を表

す。 

表－１ 分析に用いた事故リスク要因 

 
３．５ 分析対象エリア 

本研究では，２号淀川左岸線，８号京都線，山北下

渡り，山北上渡り，北上山渡りを除く，阪神高速道路

の本線を対象路線として分析を行う。 

３．６ 使用データ 

 本研究では，交通事故データ，車両検知器データ，

道路構造データ，アメダスデータを用いる。また，対

象としたデータ期間は 2005 年 4 月 1 日から 2013 年 5

月 31 日までの約 8 年と 2 ヶ月とする。 

４．モデル分析 

４．１ モデル分析結果 

 対象期間中における対象路線の交通事故発生リスク

について，事故類型別に分析結果をまとめた。その中

で特徴的であった追突事故を抜粋し，その結果を表－

２に示す。なお，モデルの推定値の解釈として，各説

明変数である事故リスク要因の係数値が正値を示す場

合，各要因の基準変数よりも事故発生リスクが高まる

ことを示し，係数値が負の場合は基準変数よりも事故

発生リスクが低下することを表している。 

４．２ 追突事故発生リスクモデル 

 追突事故の推定結果からは,物損と軽傷事故および

重大事故との間で異なる傾向が見られる。例えば，交

通流状態についてみると，物損と軽傷事故とでは渋滞

流において高い事故発生リスクを示すのに対して，重

大事故については混合流において高い事故発生リスク

を示した。これは，混合流下においては，その他の交

通流状態と比べて,車両間の速度差が大きいことが要

因であると考えられる。また，大型車混入率について

着目すると，物損と軽傷事故とでは大型車の混入率増

加に伴い,事故発生リスクが低下するとの結果を得た。

対して，重大事故においては 40％超えで事故発生リス

クが高まることを示した。これは，物損と軽傷事故に

おいては，大型車混入率と交通流率との関係が表れて

いると推察され,重大事故においては事故を精査する

と，大型車混入率が 40％超えの状況においても日中で

大型車が絡む事故が確認されたことから，大型車が多

く混在している状況が重大事故の発生リスクに影響を

与えていると推察される。このことから，事故の重大

度別に交通流と事故発生リスクとの関係性が大きく異

なることが推察される。 

表－２ 追突事故におけるモデル分析結果 

 

５．おわりに 

 本研究では，都市内高速道路を対象とし，重大事故

の発生要因を明らかにすることを目的として，事故の

重大性別，類型別に事故発生リスク要因分析を行った。

その結果，全ての事故類型において物損と軽傷事故と

の間には明確な差というものは見られなかったものの，

重大事故についてはその他の重大度と比べて異なる傾

向が見られるという結果が得られた。 

今後の課題としては，プローブデータ等を活用する

などして，より詳細に交通流と事故発生リスクとの関

連性について分析を行う必要がある。  
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